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議会だより

防災士さんと防災士さんと
マイ・タイムラインマイ・タイムライン

を作ってみたよを作ってみたよ



②
ガ
ザ
地
区
の
即
時
停
戦
の

た
め
の
積
極
的
外
交
を
政
府

に
要
求
す
る
意
見
書

【
要
旨
】

　
２
０
２
３
年
10
月
７
日
に
起
き

た
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
組
織
ハ
マ

ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
大
規
模

攻
撃
お
よ
び
人
質
事
件
に
対
し
て
、

イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
ガ
ザ
地
区
に
対

す
る
大
規
模
攻
撃
に
よ
る
侵
攻
を

行
い
、
ガ
ザ
地
区
で
は
人
道
的
な

危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

　
高
根
沢
町
平
和
都
市
宣
言
の
下
、

高
根
沢
町
議
会
と
し
て
は
、
日
本

政
府
に
お
い
て
も
、
ガ
ザ
地
区
の

危
機
的
現
実
を
直
視
し
、
国
連
総

会
決
議
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会

決
議
の
即
時
停
戦
を
実
現
す
る
た

め
の
外
交
努
力
を
強
く
求
め
る
。

①
現
行
の
健
康
保
険
証
と
マ

イ
ナ
保
険
証
の
両
立
を
求
め

る
意
見
書

【
要
旨
】

　
改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
が
２
０

２
３
年
６
月
２
日
に
成
立
し
、
２

０
２
４
年
12
月
２
日
に
健
康
保
険

証
を
廃
止
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
保
険
証
機
能
を
持
た
せ

る
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に
一
本
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
使

用
率
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
に
対
応

し
き
れ
な
い
医
療
機
関
も
一
定
数

で
る
な
ど
、
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
実
施
の
予
定
の

健
康
保
険
証
廃
止
を
見
直
し
、
当

面
の
間
は
マ
イ
ナ
保
険
証
と
現
行

の
保
険
証
の
両
立
を
行
い
、
そ
の

選
択
は
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意

思
に
任
せ
る
こ
と
と
し
て
、
存
続

さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

監
査
委
員
の
総
括
意
見

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
持

続
可
能
な
開
発
目
標
の
理
念
に
基

づ
き
、
脱
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推

進
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
災
害

時
の
防
災
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
の

整
備
に
関
す
る
事
業
等
を
重
要
な

テ
ー
マ
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

が
終
息
に
向
か
う
中
、
世
界
的
な

天
候
不
順
や
混
迷
す
る
世
界
情
勢

は
、
本
町
に
も
様
々
な
影
響
を
与

え
て
い
る
が
、「
く
ら
し
　
高
ま
る
　

た
か
ね
ざ
わ
」
を
目
指
す
町
政
運

営
は
確
実
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
。

可決原
案
す
べ
て
を

令和５年度決算審査令和５年度決算審査
町税収入43億6205万3663円町税収入43億6205万3663円　　財政は財政は健全健全！！

一般会計歳出総額一般会計歳出総額105105億億　　14421442万円を認定万円を認定

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
の
財
政

力
指
数
は
０
・
７
３
６
で
前
年
度

と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
を
維
持
し
て
お

り
、
経
常
収
支
比
率
は
83
・
３
％
で
、

前
年
度
よ
り
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
経
常
的
な
一
般
財
源
の
う
ち
、

臨
時
財
政
対
策
債
が
前
年
度
比
７

０
０
０
万
円
減
少
し
た
一
方
で
、

人
件
費
、
物
件
費
、
補
助
費
な
ど

の
経
常
経
費
が
２
億
３
７
８
万
円

増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
指
数
か
ら
、
本
町
の

財
政
状
況
は
健
全
な
水
準
に
あ
る

と
判
断
で
き
る
も
の
の
、
今
後
は

想
定
を
超
え
た
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
伴
う
税
収
の
落
ち
込
み
や
社

会
保
障
関
係
費
の
増
加
、
社
会
基

盤
整
備
、
新
庁
舎
整
備
等
に
多
額

の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
的
確
な
財
政
運
営
に
鋭

意
取
り
組
ま
れ
た
い
。

鈴木代表監査委員

「くらし高まるたかねざわ」を目指して

意見書全文は
こちらから！

　不
測
の
事
態
へ
の
対
応
も
念
頭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　適
切
な
財
政
運
営
を

岸
田
総
理
・
担
当
大
臣
へ
意
見
書
を
提
出

　
本
会
議
に
お
い
て
、
町
民
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
陳
情
（
ｐ
８
・

９
）」
を
３
件
採
択
し
、
そ
の
内
２
件
に
つ
い
て
、
本
町
議
会
か
ら

国
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

第
４
２
７
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
査

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

追

悼

決
算
審
査

3 議会だより たかねざわ（2024・10月号）

令和５年度決算審査令和５年度決算審査
町税収入43億6205万3663円町税収入43億6205万3663円　　財政は財政は健全健全！！

一般会計歳出総額一般会計歳出総額105105億億　　14421442万円を認定万円を認定

決
算
お
よ
び
補
正
予
算
、
陳
情
等
を
慎
重
審
議

　
第
４
２
７
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
13
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
決
算
認
定
７
件
、
補
正
予
算
６
件
、
他
５
件
、
合
わ
せ

て
19
件
の
町
長
提
出
議
案
の
他
、
諮
問
１
件
、
報
告
３
件
、
陳
情
５
件
、
意
見
書
２
件
、

追
加
議
案
４
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
決
算
認
定
で
は
、
慎
重
な
質
疑

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
教
育
、
発
達
支
援
、
自
治

会
、
農
業
等
に
つ
い
て
、
執
行
部
と
の
論
戦
に
臨
み
ま
し
た
。

令和５年度　会計別決算総括表
会計 区分 予算額 決算額 比率

一般会計
歳入 110億2012万4000円 109億2300万0127円 99.1%

歳出 110億2012万4000円 105億1442万3595円 95.4%

特
別
会
計

国民健康保険
歳入 25億9085万2000円 26億0757万8128円 100.6%

歳出 25億9085万2000円 25億4482万0808円 98.2%

後期高齢者医療
歳入 3億2176万6000円 3億2273万4201円 100.3%

歳出 3億2176万6000円 3億2023万7271円 99.5%

介護保険
歳入 23億5943万1000円 23億6563万2568円 100.3%

歳出 23億5943万1000円 23億2464万8918円 98.5％

宝積寺駅西
第一土地区画

整理事業

歳入 1923万4000円 1794万9898円 93.3%

歳出 1923万4000円 1794万9898円 93.3%

事
業
会
計

水道事業
歳入 6億1344万6000円 6億2110万8565円 101.2%

歳出 8億7903万4000円 8億1659万0909円 92.9%

下水道事業
歳入 11億8917万7000円 11億2383万8319円 94.5%

歳出 14億1437万0000円 13億0004万6994円 91.9%

全会計合計
歳入 181億1403万0000円 179億8184万1806円 99.3％

歳出 186億0481万1000円 178億3871万8393円 95.9%

※事業会計の歳入歳出額は、収益的収支額＋資本的収支額で記載しています。

９月
定例会

第427回定例会　町民の付託に応えた各議員の賛否
上程された議案等（賛否の分かれた議案のみ掲載）

賛成：○　　　反対：×　　　欠席：欠
※神林秀治議員は議長のため採決に加わりません。

採　決　結　果
議
決
結
果

掲
載
ペ
ー
ジ

菅
谷
　
英
夫

小
池
　
哲
也

野
口
　
昌
宏

澤
畑
　
宏
之

加
藤
　
　
章

齋
藤
　
武
男

横
須
賀
忠
利

神
林
　
秀
治

森
　
　
弘
子

野
中
　
昭
一

阿
久
津
信
男

【議案第２号】 令和５年度高根沢町一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − × ○ 欠 原案認定 4〜7

【陳情受理番号15号】 現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める陳情 × ○ ○ ○ × × ○ − ○ ○ 欠 採択 8

【陳情受理番号19号】「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − × ○ 欠 不採択 9

【意見書案第１号】 現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求め
る意見書 × ○ ○ ○ × × ○ − ○ ○ 欠 採択 3

全議案の採決結果

第
４
２
７
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
査

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

追

悼

決
算
審
査

2（2024・10月号）議会だより たかねざわ



私もひとこ と私もひとこと私もひとこと

農業者を応援スポーツ振興結いの心 道普請

園芸振興事業費
	 1593万円

　認定新規就農者や新規作物導
入者・規模拡大を図る経営者に、
園芸用パイプハウス導入費用の
一部（30～80％）を補助。令和
５年度は、11人（認定新規就農
者７人、新規作物導入者３人、規
模拡大１人）の実績です。

議員のここチェック　

　本町はいちご、トマト、なす、
枝豆などの園芸作物を推奨。
　新規就農者や規模拡大者の「や
る気」が町を元気にします。

元気あっぷハーフマラソン
大会事業費	 602万円

　４年ぶりに開催された、元気
あっぷハーフマラソン大会兼長
距離走大会。総勢1,470名のラン
ナーが新春の高根沢路を駆け抜
けました。

議員のここチェック　

　新型コロナ感染症の影響で、令
和２～４年度は開催されません
でしたが、県内外からも多くの
参加者があり、町のＰＲにも貢
献している事業です。

道
みち
普
ぶ
請
しん
事業費

	 326万円

　生活環境改善に向け地域から
要望のあった砂利道は、コンク
リート舗装材料などを町が提供
し、地域住民が共同作業により
舗装道路を整備しています。
　令和５年度は３か所に地域住
民の力が結集されました。

議員のここチェック　

　地域の皆さんが力を結集し事
業を行う“普請”。お互いに助け
合う共助の精神は、町の事業を
助けることに繋

つな
がります。

　資材高騰により購入したいハ
ウス設備も予算オーバーのため、
諦めることになりそうでしたが、
補助金を利用でき導入しました。
　いちごは多額の設備投資が必
要なのですごく助かりました。
新規就農者が増えて欲しいです。

　県内唯一の日本陸連公認ハーフ
マラソンを含む大会で、箱根駅伝
選手、オリンピック代表選手も走
る大会。始まりは小中学生のため
の手作り御料牧場マラソン大会。
一流選手の走りを子どもたちが見
られることに未来があると思う。

　本当に自分たちでできるのか
不安でしたが、舗装工事の型枠
を作ったり、生コンクリートを
流したりと、皆で力を合わせて
やり遂げました。子どもたちの
通学路にもなっており、やって
良かったと実感しています。

いちごづくりと真剣に向き合ういちごづくりと真剣に向き合う
大大
おおおお

島島
しましま

  智智
ともとも

子子
ここ

 さん さん
大会実行委員会競技役員大会実行委員会競技役員

加加
かか

藤藤
とうとう

  昭昭
しょうしょう

志志
しし

 さん さん
石末宿地域の道普請事業の代表者石末宿地域の道普請事業の代表者

野野
のの

中中
なかなか

  正正
まさまさ

夫夫
おお

 さん さん
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私 も ひ と こ と

安定財源たんたん号

歳入
　町民税
	 20億2460万円
　固定資産税
	 20億　891万円

　歳入の中で、町税（自主財源）
43億6205万円は、歳入総額109
億2300万円の39.9％を占めるこ
とや、町民税と固定資産税の割
合が大きいことが本町の特徴で、
財政を支える安定財源となって
います。
　町民税の内訳は、個人分18億
4558万円と法人分１億7902万
円。固定資産税の内訳は、土地
分６億3220万円、家屋分９億1325
万円、償却資産分４億6346万円
です。

議員のここチェック　

　町税の徴収率は98.2％。県内
25市町の中で第５位となってい
ます。
　税負担の公平性を確保するた
め、徴収率の向上により一層取
り組んでもらいたいと思います。

デマンドバス運行事業費
	 3996万円

　町民の皆さんの身近な移動手
段「たんたん号」。町内を１回
100円（80歳以上の方は無料）
で玄関先から目的地まで“ドア
toドア”で運行します。令和５年
度の利用者数は、43,267人（前
年比3.4％増）です。

議員のここチェック　

　地域の足として、町民のニー
ズを捉えた運行を開始して14年。
頼りになる存在として、生活に
密着しています。

　運転免許証を持っていないの
で、病院に行くときや買い物に
行くときなど、とても役立って
います。
　時々、待ち時間が長い時があ
るので、ちょっと工夫して利便
性をあげて欲しいと思います。

たんたん号の利用者たんたん号の利用者
田田
たた

代代
しろしろ

  正正
せいせい

治治
じじ

 さん さん

主
要
事
業
に
町
民
の
率
直
な
声

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
く
中
で
の
令
和
５
年
度
事
業
。

そ
の
内
容
と
事
業
に
対
す
る
町
民
の
感
想
・
ご
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

安全・安心な暮らしの実現と
住み続けたいと心から思える
魅力ある町づくりに向けて！

令
和
令
和
５５
年
度
決
算
の

年
度
決
算
の  

気気
に
な
る
に
な
る
中
身
中
身
はは
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４
２
７
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定
例
会

常
任
委
員
会
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査

全
員
協
議
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一
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質
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カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
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私もひとこ と私もひとこと私もひとこと

体験・食育・触れ合い住環境整備子育て応援

青少年対象体験活動
支援事業費	 53万円

　青少年体験活動「たんたんど
ろんこ道場」を開催。10家族が
参加し、食に対する正しい知識
や地元農産物に対する理解の促
進・普及を図るとともに、農作
業体験を通した親子ふれあいの
場を創出しました。

議員のここチェック　

　青少年の体験活動、食育、農
業体験、親子やボランティアの
高校生たちとの触れ合いまでも
兼ねる事業展開だと感じます。

公共下水道管
かんきょ
渠築造工事費

	 １億8831万円

　各家庭から排出される汚水を
きれいにし、衛生環境を保全す
るため、公共下水道事業を実施
しています。令和５年度は新た
に2230.1ｍの管渠を敷設し、マ
ンホールポンプ等の機械設備の
更新も実施しました。

議員のここチェック　

　住環境の整備は喫緊の課題で
す。住みたくなる町に向け、計
画的な整備を持続的に展開する
ことが定住に繋

つな
がります。

子ども家庭総合支援
拠点事業費	 404万円

　こども相談員を配置して、子
育てに悩みを抱えた家庭に対し
てショートステイなどのサービ
スを提案したり、関係機関との
橋渡しをしたりするなど、親身
になって相談にのっています。

議員のここチェック　

　子育てには悩みがつきものと
言われますが、専門の相談員に
悩みを相談できるという安心感
は、とても心強く感じられるこ
とでしょう。

　自分たちで育てて収穫して食
べる野菜は、特別な感じがしま
した。土に触れながら、高校生
たちとお喋りする時間も楽し
く、親子ともに貴重な時間でし
た。収穫したときの子どもの喜
ぶ笑顔、とても良い体験でした。

　生きていく上で欠かせない生
活排水。下水道整備を行って頂
いているお陰で、安心で快適な
生活を送れ、感謝しています。
　高根沢町の更なる発展のた
め、未整備地区に笑顔を届けて
欲しいです。

　子育てに悩みはつきものです。
話して、すっきりしませんか？
　安心して子育てができるよう
サポートします。「こんなこと、
聞いてもいいのかな？」と思う
ような、ささいな相談でもかま
いません。一緒に考えましょう。

どろんこ道場に参加したどろんこ道場に参加した
増増
ましまし

子子
ここ

  結結
ゆうゆう

菜菜
なな

 さん・ さん・美美
みみ

貴貴
きき

 さん さん
宝積寺北区にお住まいの宝積寺北区にお住まいの

齋齋
さいさい

藤藤
とうとう

  智智
さとしさとし

 さん さん
町教育委員会こども相談員町教育委員会こども相談員

三三
みみ

好好
よしよし

  玲玲
れいれい

子子
ここ

 さん さん

第
４
２
７
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
査

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

追

悼

決
算
審
査

7 議会だより たかねざわ（2024・10月号）

私もひとこと

健全育成

キャリア教育事業費
	 26万円

　勤労観・職業観を育むため、小
学校６年生に「職業の興味・関心・
適正等」に関する授業を、中学
生に職業体験の「マイ・チャレ
ンジ事業」を実施しました。

議員のここチェック　

　職業体験により、自分たちが
社会の一員であることや、住ん
でいる地域を身近に感じます。そ
の体験から学ぶ意義は大きいと
感じます。

　感受性の高い中学生時代に
職場体験ができることは素晴ら
しいと思います。職場体験では
慌てずに正確な仕事をすること
や、大きな声でお客様に挨拶す
ることなど、基本的なことを指
導します。今後の成長が楽しみ
です。

マイ・チャレンジ事業協力者マイ・チャレンジ事業協力者
仲仲
なかなか

沢沢
ざわざわ

  勇勇
いさむいさむ

 さん さん

私 も ひ と こ と私 も ひ と こ と

自主防災安全・安心

自主防災組織育成事業費
	 129万円

　地域防災組織の育成と、防災
力向上のための資機材の購入費、
活動費用として、令和５年度は
５つの自主防災組織に補助しま
した。

議員のここチェック　

　災害に備えることや、公助が
届きにくい場合には、地域が協
力して助け合うことが求められ
ます。地域の防災活動が広まる
ような施策の拡充が必要です。

街路灯整備事業費
	 1140万円

　町街路灯維持組合が実施した
街路灯ＬＥＤ化費用の補助と、町
所管分街路灯の撤去、建て替え
工事。新規と交換合わせて、108
基の街路灯がＬＥＤ化されまし
た。

議員のここチェック　

　ＬＥＤ化により、より明るさ
を確保でき、犯罪抑止の効果も
大きく、経費の節約にも繋

つな
がり

ます。

　東日本大震災の発生で、災害
が他人事ではないこと、公助の
力には限界があることを痛感し
ました。これまで地域でお世話
になった皆さんへの恩返しと、
防災活動をとおしたまちづくり
に繋がればと、活動しています。

　街を明るくすることは防犯の
役に立つことにもなり、とても
大切なことだと思います。ＬＥ
Ｄ化により、電気料金も安価に
なりました。設置する方がもっ
ともっと増えれば、より安全・
安心な街づくりに繋がります。

太田自治防災会会長太田自治防災会会長
田田
たた

代代
しろしろ

  正正
まさまさ

夫夫
おお

 さん さん
仁井田商店街の仁井田商店街の
桧桧
ひひ

原原
ばらばら

  順順
じゅんいちじゅんいち

一一 さん さん

第
４
２
７
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
査

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

追

悼

決
算
審
査

6（2024・10月号）議会だより たかねざわ



第
４
２
７
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議
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一
般
質
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カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

追

悼

決
算
審
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【
要
旨
】

　
横
須
賀
議
員
は
、
鬼
怒
川
東
部

土
地
改
良
区
事
務
局
職
員
へ
暴
言

な
ど
の
嫌
が
ら
せ
を
し
、
精
神
的

な
苦
痛
を
与
え
た
と
し
て
損
害
賠

償
を
す
る
よ
う
、
宇
都
宮
地
方
裁

判
所
か
ら
命
じ
ら
れ
た
。
横
須
賀

議
員
は
東
京
高
等
判
所
に
控
訴
し

た
が
控
訴
棄
却
、
上
告
期
限
が
過

ぎ
、
一
審
判
決
が
確
定
し
た
。

　
議
会
は
、
議
会
の
名
誉
及
び
品

位
を
回
復
す
る
た
め
、
再
発
防
止

を
図
り
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

【
主
な
意
見
と
審
査
結
果
】

　
高
等
裁
判
所
の
判
決
で
賠
償
金

の
支
払
い
が
確
定
し
た
の
で
、
議

会
と
し
て
再
発
防
止
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。賛
成
多
数
で「
採
択
」

と
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

【
要
旨
】

　
ガ
ザ
地
区
の
一
般
市
民
の
犠
牲

を
止
め
る
べ
く
、
停
戦
を
呼
び
か

け
る
意
見
書
を
提
出
し
て
欲
し
い
。

【
主
な
意
見
と
審
査
結
果
】

　
平
和
を
願
う
思
い
は
同
じ
で
あ

り
あ
り
、
全
員
一
致
で
「
採
択
」

と
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

【
趣
旨
】

　
最
低
賃
金
法
を
改
正
し
、
全
国

一
律
制
度
を
実
現
す
る
意
見
書
を

提
出
し
て
欲
し
い
。

【
主
な
意
見
と
審
査
結
果
】

　
賃
金
が
全
国
一
律
と
い
う
の
は

難
し
く
、
会
社
存
続
の
危
機
等
の

問
題
も
あ
り
、
全
員
一
致
で
「
不

採
択
」
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

Ａ
　
産
業
課
長

　
正
確
な
金
額
を
算
出
す
る
の
は

難
し
く
類
似
施
設
を
参
考
に
し
た
。

指
定
管
理
委
託
費
の
根
拠
は

Ｑ
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
指
定
管

理
委
託
費
を
５
年
間
で
２

億
５
０
０
０
万
円
、
年
間
５
０
０

０
万
円
と
し
た
根
拠
は
？

Ａ
　
産
業
課
長

　
維
持
管
理
費
を
８
７
０
０
万
円

と
算
出
し
た
。
そ
こ
か
ら
テ
ナ
ン

ト
料
４
７
０
０
万
円
を
相
殺
し
、

物
価
高
騰
分
の
１
０
０
０
万
円
を

上
乗
せ
し
た
。

委
員
会
審
査
結
果

　
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
。

○
普
通
交
付
税４

億
８
９
０
４
万
円

○
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

△
５
億
１
２
３
５
万
円

○
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ
元
気
あ
っ

ぷ
む
ら
指
定
管
理
委
託
事
業
費

（
出
資
金
）　
　
　
５
０
０
０
万
円

○
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ
元
気
あ
っ

ぷ
む
ら
指
定
管
理
委
託
（
令
和
７

～
11
年
度
）

２
億
５
０
０
０
万
円

出
資
金
の
根
拠
は

Ｑ
町
出
資
会
社
へ
の
出
資
金

５
０
０
０
万
円
の
根
拠
が

明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
？

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

債
務
負
担
行
為

陳
情
審
査
（
３
件
）

第427回
定例会まちづ
くり委員長報
告全文

主
な
質
疑

まちづくり常任委員会　審査報告

元気あっぷむら関連予算に質疑集中
（町出資会社への出資金5000万円･5年間の指定管理委託2億5000万円）
５議案が当委員会に付託され、陳情３件とあわせて審査が行われました

「
横
須
賀
議
員
の
違
法
性
行

為
に
関
す
る
陳
情
」

「
ガ
ザ
地
区
の
即
時
停
戦
の

た
め
の
積
極
的
外
交
を
政

府
に
要
求
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情
」

「
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中

小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
陳
情
」

お城のような風格あるたたずまいの本館
（道の駅たかねざわ元気あっぷむら）
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【
要
旨
】

　
現
状
、
町
内
学
校
の
プ
ー
ル
清

掃
は
、
教
員
、
児
童
・
生
徒
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
が
実
施
し
て
い
る
。
学
校

の
プ
ー
ル
は
学
校
施
設
の
一
部
で

あ
る
た
め
、
公
費
負
担
に
よ
り
外

部
委
託
に
て
実
施
し
て
欲
し
い
。

【
主
な
意
見
と
審
査
結
果
】

　
個
々
の
学
校
に
お
い
て
事
情
が

異
な
る
。
現
状
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
全
員
一
致
で
「
継
続
審
査
」
と

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

【
要
旨
】

　
12
月
か
ら
始
ま
る
健
康
保
険
証

の
廃
止
を
中
止
し
、
当
面
の
間
、

現
行
の
健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
保

険
証
の
両
立
を
求
め
る
よ
う
に
、

国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
欲
し
い
。

【
主
な
意
見
と
審
査
結
果
】

　
資
格
確
認
証
が
紙
の
保
険
証
と

機
能
的
に
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証

の
紐
づ
け
が
進
む
よ
う
不
採
択
と

す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
の

混
乱
が
予
測
さ
れ
、
医
療
者
の
訴

え
を
組
み
取
る
必
要
が
あ
る
の
で

採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

　
賛
成
多
数
で
「
採
択
」
と
す
べ

き
も
の
と
決
定
。

５
３
０
０
円
。
65
歳
以
上
の
接
種

者
の
自
己
負
担
が
３
０
０
０
円
。

差
額
が
町
負
担
で
、
高
齢
者
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
率

（
50
％
）
を
参
考
に
４
０
０
件
と
し
、

予
算
額
を
算
出
し
た
。

○
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
の

　
増
額
　
　
　
　
１
７
６
４
万
円

コ
ロ
ナ
５
類
移
行
の
影
響
？

Ｑ
高
額
療
養
費
が
増
額
さ

れ
た
が
、
要
因
は
？

Ａ
　
住
民
課
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類

に
な
っ
て
、
入
院
の
制
限
が
な
く

な
っ
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
思

わ
れ
る
。

委
員
会
審
査
結
果

　
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
。

○
第
３
子
以
降
保
育
料
等
免
除
事

　
業
費
補
助
金
の
増
額７

２
６
万
円

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

　
ン
助
成
金
の
増
額３

３
２
０
万
円

○
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事

　
業
費
等
補
助
金
の
増
額７

９
８
万
円

○
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

　
給
付
事
業
費
の
増
額４

８
０
７
万
円

○
定
期
予
防
接
種
事
業
費
の
増
額

４
９
７
１
万
円

65
歳
以
上
は
３
０
０
０
円

Ｑ
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
予
算
額
の
積
算
根

拠
は
？

Ａ
　
健
康
福
祉
課
長

　
医
療
機
関
へ
の
委
託
料
が
１
万

くらしづくり常任委員会　審査報告

子育て支援やワクチン接種助成などを審査
議会に上程された19議案のうち８議案が当委員会に付託され、

陳情２件とあわせて審査が行われました

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

主
な
歳
出
補
正

陳
情
審
査
（
２
件
）

「
学
校
の
プ
ー
ル
清
掃
の

公
費
負
担
に
関
す
る
陳
情
」

「
現
行
の
健
康
保
険
証
と

マ
イ
ナ
保
険
証
の
両
立

を
求
め
る
陳
情
」

主
な
質
疑

主
な
質
疑

「学校のプール清掃」は誰が？

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

第427回
定例会くらし
づくり委員長
報告全文
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本
町
は
子
育
て
支
援
を
充
実
す

る
た
め
、
民
間
保
育
園
の
施
設
整

備
を
積
極
的
に
支
援
し
、
児
童
受

け
入
れ
定
員
を
増
加
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、本
町
で
は
「
待

機
児
童
ゼ
ロ
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
街
化
調
整
区
域
に
立
地
し
て

い
る
公
立
保
育
園
の
「
に
じ
い
ろ

保
育
園
（
太
田
）」
と
「
の
び
の
び

保
育
園
（
上
高
根
沢
）」
は
入
園
児

童
数
が
減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
町
は
、
公
立
保
育
園
が
医
療
的

ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
の
受
け

入
れ
や
緊
急
時
の
対
応
な
ど
の
役

割
が
あ
る
と
し
、
様
々
な
保
育
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
専

門
的
知
見
が
必
要
な
保
育
士
の
人

材
育
成
を
統
合
し
た
公
立
保
育
園

に
集
約
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
の
び
の
び
保
育
園
一
園

に
統
合
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な

改
修
を
行
う
た
め
、
令
和
８
年
４

月
か
ら
一
時
的
に
に
じ
い
ろ
保
育

園
一
園
で
の
運
営
と
な
り
ま
す
。

Q
医
療
的
ケ
ア
児
や
専
門
的

支
援
を
要
す
る
子
に
対
し

て
職
員
の
配
置
と
資
質
向
上
は
？

Ａ 

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
手
厚
い
保
育
が
で
き
る
よ
う
加

配
し
、
医
療
的
ケ
ア
は
、
看
護
師

で
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
が
、

研
修
を
受
け
た
保
育
士
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
積
極
的
に

研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
く
。

　
ま
た
、
保
育
士
の
人
数
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
で
補
填
し
て
い

る
が
、
統
合
に
よ
り
正
職
員
で
対

応
し
て
い
く
。

　「
に
じ
い
ろ
保
育
園
」
に
併
設

さ
れ
て
い
る
「
れ
ん
げ
そ
う
」
や

「
フ
ャ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
は
、
子
育
て
家
庭
の
ふ
れ

あ
い
・
さ
さ
え
あ
う
重
要
な
交
流

の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
保
育
園
の
統
合
が
推
進

さ
れ
て
も
、
そ
の
役
割
は
し
っ
か

り
と
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
く
よ
う

議
会
と
し
て
も
求
め
て
い
き
ま
す
。

長年、地域の子育て支援の場になっていた「にじいろ保育園」

Q
町
長
が
代
表
取
締
役
と
な

り
、
町
が
ス
タ
ッ
フ
を
そ

ろ
え
る
の
か
。
総
合
的
な
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
が
で
き
る
人
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
町
長
が
や
る
の
か
？

Ａ 

町
長

　
町
長
が
代
表
取
締
役
に
な
る
が
、

常
駐
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

日
常
的
な
経
営
の
責
任
者
を
置
く
。

代
表
取
締
役
で
あ
れ
ば
経
営
的
な

会
議
に
出
ら
れ
、
私
の
決
裁
な
く

自
由
に
は
な
ら
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス

を
分
か
っ
て
い
る
人
が
代
表
取
締

役
を
や
ら
な
い
と
失
敗
す
る
。
だ

か
ら
私
が
や
る
。

Q
町
は
経
営
に
タ
ッ
チ
し
な

い
方
が
将
来
的
に
良
い
と

思
う
が
、
売
却
は
考
え
な
か
っ
た

の
か
？

Ａ 

町
長

　
50
億
円
以
上
を
投
入
し
て
き
た

も
の
を
、
売
却
す
る
と
は
言
え
な

い
。
何
と
か
存
続
さ
せ
る
道
を
模

索
し
、
今
回
の
や
り
方
が
最
も
可

能
性
が
高
い
。

　「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
が
、
町

民
の
利
用
し
や
す
い
施
設
に
な
る

よ
う
、
議
会
と
し
て
も
提
案
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

南国ムードが漂うグランピング

第
４
２
７
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
査

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

追

悼

決
算
審
査

全
員
協
議
会

「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
の
町

「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
の
町

入
園
児
童
数
の
減
少
に
よ
り

公
立
保
育
園
が
統
合
に

売
却
と
い
う
選
択
は

売
却
と
い
う
選
択
は

代
表
取
締
役
と
し
て
の
町
長

代
表
取
締
役
と
し
て
の
町
長

の
役
割
は

の
役
割
は

「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」は
町
民

「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」は
町
民

の
財
産

の
財
産

に
じ
い
ろ
保
育
園
は

に
じ
い
ろ
保
育
園
は

の
び
の
び
保
育
園
に
統
合
へ

の
び
の
び
保
育
園
に
統
合
へ

専
門
的
職
員
の
配
置
と
職
員

専
門
的
職
員
の
配
置
と
職
員

の
資
質
向
上
を

の
資
質
向
上
を

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
れ
ん
げ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
れ
ん
げ

そ
う
や
フ
ャ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

そ
う
や
フ
ャ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
重
要

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
重
要
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向
上
を
意
識
し
な
い
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
、
施
設
全
体
が
活
用
さ
れ
な
い

と
い
っ
た
運
営
上
の
課
題
が
出
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら

の
運
営
は
、
町
の
意
向
を
確
実
に

反
映
で
き
る
町
１
０
０
％
出
資
の

株
式
会
社
を
設
立
し
、
指
定
管
理

者
と
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

Q
第
三
セ
ク
タ
ー
で
上
手
く

い
か
な
か
っ
た
の
に
、
今

回
、
町
で
や
る
理
由
は
？

Ａ 

町
長

　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
時
は
、
株
主

総
会
に
は
出
た
が
、
取
締
役
会
に

は
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
株
主

と
し
て
意
見
を
提
案
で
き
て
も
、

経
営
者
が
認
め
な
け
れ
ば
意
見
は

反
映
さ
れ
な
い
形
態
だ
っ
た
。

　
こ
の
失
敗
を
踏
ま
え
、
集
客
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る

民
間
と
な
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な

課
題
が
出
て
き
た
。
原
因
は
、
指

定
管
理
者
は
赤
字
と
言
っ
て
い
る

が
、
本
社
に
毎
年
３
千
万
円
～
４

千
万
円
持
っ
て
い
っ
て
、元
気
あ
っ

ぷ
の
収
支
に
戻
し
て
い
な
い
か
ら

　「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
は
、
高
根

沢
町
90
％
・
農
協
５
％
・
商
工
会

５
％
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー

「
㈱
高
根
沢
元
気
あ
っ
ぷ
公
社
」
を

設
立
し
、
平
成
９
年
に
運
営
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
営
業
不
足

や
収
益
意
識
の
不
足
な
ど
で
経
営

不
振
に
陥
り
、
令
和
元
年
６
月
に

自
主
廃
業
し
ま
し
た
。

　
町
は
経
営
改
善
に
向
け
、「
道
の

駅
」
登
録
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

の
整
備
な
ど
を
し
、
令
和
２
年
４

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
民
間
事
業
者
に
よ
る
指

定
管
理
を
採
用
し
、
運
営
を
任
せ

ま
し
た
が
、
町
の
意
向
が
十
分
反

映
さ
れ
な
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

　
８
月
27
日
、
第
４
２
７
回

定
例
会
に
提
出
予
定
の
議
案

お
よ
び「
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」令
和
７
年

度
以
降
の
運
営
な
ど
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
長
等

か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

で
、
民
間
の
良
い
と
こ
ろ
が
損
な

わ
れ
て
、悪
い
と
こ
ろ
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
は
、
町

の
土
地
・
建
物
だ
か
ら
、
町
が
資

産
管
理
を
し
て
、
直
接
的
な
経
営

を
す
べ
て
掌
握
す
る
。
た
だ
し
、

全
て
の
事
業
を
や
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は

無
い
の
で
、
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
貸

し
て
い
く
。
全
体
の
運
営
は
町
出

資
の
株
式
会
社
が
責
任
を
持
つ
と

い
う
構
想
が
今
回
の
流
れ
で
す
。

Q
町
１
０
０
％
出
資
の
株
式

会
社
を
作
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
同
じ
よ
う
な
施
設
の
実
例

は
あ
る
の
か
？

Ａ 

産
業
課
長

　
近
隣
で
行
っ
て
い
る
施
設
は
な

い
。
出
資
の
割
合
の
問
題
で
、
町

が
１
０
０
％
出
資
す
る
の
は
、
町

が
全
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
。 よみがえる「道の駅たかねざわ元気あっぷむら」を上空より望む

第
４
２
７
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
査

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

追

悼

決
算
審
査

全
員
協
議
会

町
が
町
が
9090
％
出
資
の
第
三
セ
ク

％
出
資
の
第
三
セ
ク

タ
ー
と
、
ど
こ
が
違
う
の
か

タ
ー
と
、
ど
こ
が
違
う
の
か

町
１
０
０
％
出
資
の
株
式
会

町
１
０
０
％
出
資
の
株
式
会

社
の
実
例
は

社
の
実
例
は

町
、「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」の
こ

町
、「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」の
こ

れ
ま
で
の
運
営
体
制
の
反
省

れ
ま
で
の
運
営
体
制
の
反
省

を
踏
ま
え
た
、運
営
案
を
示
す

を
踏
ま
え
た
、運
営
案
を
示
す

「道の駅たかねざわ　元気あっぷむら」
全員協議会全員協議会
NEWSNEWS

８月27日令和７年度以降の運営案は
　　町100％出資の株式会社を指定管理者に!!
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
を
行
い
、

就
学
に
備
え
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
に
繋つ
な
い
で
い
る
。

Ｑ
本
町
で
も
、
大
学
教
員
等

に
よ
る
巡
回
相
談
を
行

い
、
早
期
発
見
と
早
期
の
具
体
的

な
対
応
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
？

Ａ 

教
育
長

　
様
々
な
支
援
の
他
に
、
幼
少
連

携
協
議
会
で
の
保
育
士
と
教
員
の

授
業
研
究
等
、
発
達
面
で
気
に
な

る
子
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
る
の

で
、
巡
回
相
談
は
考
え
て
い
な
い
。

幼
児
の
発
達
障
害
に
関
す
る

よ
り
よ
い
支
援
の
あ
り
方
は

Ｑ
本
町
で
は
、
発
達
障
害
に

関
連
し
た
支
援
は
、
現
在

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
？

Ａ 

教
育
長

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
定
期
健

診
で
の
保
健
師
と
保
護
者
の
面
談

や
、
心
理
相
談
員
・
言
語
聴
覚
士
・

作
業
療
法
士
に
よ
る
各
種
相
談
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、年
中
児
を
対

象
に
保
健
師
と
心
理
士
が
全
保
育

園
と
幼
稚
園
を
訪
問
し
、
保
育
士

問 

保
育
園
等
へ
の
専
門
家
の
巡
回
に

　 

よ
る
発
達
支
援
相
談
が
必
要
で
は

　
答
【
教
育
長
】様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

の
で
現
状
で
は
考
え
て
い
な
い

や
、
社
会
的
自
立
等
を
目
指
し
た

体
験
型
学
習
を
重
視
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

教
育
支
援
に
も
取
り
組
み
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
活
用
や
学
校
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
連
携
に
よ
る
情
報
共
有

等
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

ひ
よ
こ
の
家
の

老
朽
化
へ
の
対
応
は

Ｑ
築
１
０
０
年
を
超
え
る
こ

の
施
設
は
、
老
朽
化
と
共

に
耐
震
基
準
を
持
た
し
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
？

Ａ 

教
育
長

　
子
ど
も
の
心
を
癒
す
居
場
所
と

し
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
維
持
し
つ

つ
、
本
町
所
有
施
設
の
統
廃
合
と

合
わ
せ
て
移
転
を
検
討
し
た
い
。

ひ
よ
こ
の
家
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

は
考
え
て
い
る
か

Ｑ
不
登
校
対
策
と
し
て
先
進

的
な
市
町
に
お
い
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
目
覚
ま
し
い
勢

い
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ひ
よ

こ
の
家
に
お
け
る
今
後
の
導
入
は

考
え
て
い
る
か
？

Ａ 

教
育
長

　
本
町
で
は
、
心
理
・
福
祉
面
の

支
援
の
他
に
、
家
庭
訪
問
型
学
習

支
援
事
業
を
独
自
に
行
っ
て
い
る
。

　
ひ
よ
こ
の
家
で
は
、
さ
ら
に
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り

野口　昌宏

問 ひよこの家の老朽化への対応と
　　　　　　 今後の教育のあり方は
　答【教育長】施設の統廃合と合わせて教育環境の

あり方をＩＣＴを含めつつ検討したい

老朽化が進むひよこの家

問 本町在住の学生への
奨学金の創設が必要では

　答【町長】現時点では
　　　　　 考えていない

独
自
の
奨
学
金
の
創
設
は

Ｑ
本
町
周
辺
の
市
町
で
は
独

自
の
奨
学
金
を
設
置
し
、

返
済
に
つ
い
て
も
、
そ
の
市
町
に

定
住
す
れ
ば
一
定
額
を
免
除
す
る

等
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本

町
に
お
い
て
も
同
様
の
奨
学
金
制

度
を
設
け
、
学
生
へ
の
経
済
的
支

援
を
行
う
べ
き
で
は
？

Ａ 

町
長

　
本
町
で
は
20
代
の
定
住
化
が
進

ん
で
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
奨
学

金
返
済
制
度
も
含
め
て
、
独
自
の

奨
学
金
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

第
４
２
７
回
定
例
会

常
任
委
員
会
審
査

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

追

悼

決
算
審
査

一
般
質
問
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論
戦

町民の声を町民の声を
町政に！町政に！
◆野口　昌宏　議員…………… 13
①ひよこの家の老朽化への対応と今後の教育のあ
り方は

②保育園等への専門家の巡回による発達支援相談
が必要では

③本町在住の学生への奨学金の創設が必要では

◆森　　弘子　議員…………… 14
①自治会加入率アップで、地域コミュニティの推
進を

②小学校の体育館へ冷風機の設置を
③民間の社会福祉法人の運営について

◆横須賀忠利　議員…………… 15
①農業課題の解決に向けた支援を
②公文書取扱いの行政理解は

※本紙では、太字の質問を要約して掲載しています。

９
月
議
会
定
例
会
の
傍
聴
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

普
段
はYouTube

で
一
般
質

問
な
ど
視
聴
し
て
お
り
ま
す
が
、

や
は
り
傍
聴
す
る
と
議
場
の
雰
囲

気
、
質
問
す
る
議
員
、
答
弁
す
る

側
の
表
情
・
態
度
な
ど
良
く
わ
か

り
ま
す
。

色
々
な
課
題・
問
題
等（
人・
物
・

金
）難
し
い
内
容
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
側
と
し
て

は
我
々
代
表
の
議
員
は
、
一
番
困

っ
て
い
る
人
、
一
人
も
取
り
残
さ

ず
、
弱
者
に
寄
り
添
う
問
題
提
起

が
も
う
少
し
あ
っ
て
も
よ
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
町
民
の
声
を
反

映
し
た
政
策
推
進
の
た
め
に
御
用

聞
き
に
歩
く
こ
と
を
大
切
に
し
て

下
さ
い
。町
民
か
ら「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。」「
助
か
り
ま
し
た
。」

と
沢
山
の
声
が
上
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。議
員
の
皆
さ
ん

の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

私
も
現
役
リ
タ
イ
ア
し
た
あ
と
、

微
力
で
す
が
地
域
に
関
わ
り
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
、
議
員
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
の
で
、
若
い
議
員
さ
ん

が
出
現
し
て
く
れ
た
ら
良
い
な
！

河か
わ
内う
ち

　
繁し
げ
雄お

さ
ん

（
宝
石
台
）

一　般　質　問

傍
聴
者
の
声

第
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２
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回
定
例
会

常
任
委
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会
審
査

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
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追

悼

決
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査
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12（2024・10月号）議会だより たかねざわ

一般質問って？
「一般質問」は、町の行財政全般に関し、議員
主導で政策的な論議をする場です。
質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問を
含め60分以内です。

一般質問の各議員のページにある二次元バー
コード、またはYouTubeで「高根沢町議会　第
427回」で検索を！
DVDは、図書館中央館で貸し出しています。

一般質問の動画

会  議  録
会議録は、定例会及び臨時会の終
了後、約３ケ月後に発行しています。
図書館中央館で閲覧ができます。
また、町ホームページの「会議録
検索システム」からご覧になれます。

会議録検索
システム

町議会の情報を分かりやすく、タイムリーに発信していま
す。
ぜひ、この機会にチックされては、いかがでしょうか。

Facebookもチェック



議　員
一般質問の
動画はこちら！

公
文
書
の
内
容
は
正
確
に

Ｑ
正
副
議
長
決
裁
文
書
の
訂

正
に
か
か
る
起
案
で
、
訂

正
し
た
文
書
の
内
容
を
総
務
課
に

確
認
し
て
も
ら
い
了
承
さ
れ
た
旨

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
合
議
文

書
と
し
て
の
理
解
で
よ
い
の
か
？

Ａ 

町
長

　
総
務
課
は
、
文
書
管
理
主
管
課

で
あ
り
、
公
文
書
作
成
や
管
理
方

法
な
ど
を
、
他
の
所
属
課
や
議
会

事
務
局
に
対
し
て
も
相
談
、
指
導
、

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
質
問
の
文
書
は
、
議
会
内
部
の

決
裁
文
書
で
あ
り
、
管
理
規
程
上
、

総
務
課
の
合
議
を
要
す
る
も
の
で

は
な
く
、
総
務
課
に
了
承
す
る
権

限
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。

公
文
書
と
は

Ｑ
公
文
書
作
成
の
目
的
と
役

割
は
？

Ａ 

町
長

　
公
文
書
は
、
町
の
諸
活
動
や
歴

史
的
事
実
の
記
録
で
あ
り
、
意
志

決
定
に
い
た
る
過
程
や
事
務
お
よ

び
事
業
の
実
績
を
合
理
的
に
跡
付

け
る
こ
と
や
、
検
証
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
作
成
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

問 

公
文
書
取
扱
い
の
行
政
理
解
は

　
答
【
町
長
】総
務
課
で
相
談
・
助
言
・

指
導
す
る
が
、議
会
文
書
の

了
承
権
限
は
な
い

規
模
に
応
じ
た
効
率
的
な

支
援
策
の
展
開

Ｑ
大
規
模
・
小
規
模
農
家
に

対
す
る
支
援
策
は
？

Ａ 

町
長

　
大
規
模
農
家
に
は
、
農
地
バ
ン

ク
の
活
用
に
対
す
る
支
援
を
強
化

し
、
農
地
の
有
効
利
用
を
促
進
さ

せ
る
。

　
ま
た
、
作
業
効
率
化
・
省
力
化

が
生
産
性
の
向
上
と
な
る
た
め
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
各
種
技

術
支
援
の
継
続
、
稲
作
栽
培
の
省

力
化
技
術
の
研
究
を
進
め
る
。

　
小
規
模
農
家
に
は
、「
機
械
銀

行
」
を
通
じ
た
機
械
の
貸
し
出
し

や
、
作
業
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金
を
活

用
し
た
農
地
保
全
活
動
に
対
す
る

広
域
的
組
織
化
を
進
め
、
経
済
的

お
よ
び
身
体
的
負
担
の
軽
減
を
支

援
し
て
い
く
。

農
業
を
守
る
行
政
支
援
を

Ｑ
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、

耕
作
放
棄
地
な
ど
に
対
す

る
支
援
政
策
は
？

Ａ 

町
長

　
法
定
化
さ
れ
た
地
域
計
画
を
、

今
年
度
中
に
全
地
区
策
定
し
、
将

来
目
指
す
べ
き
農
地
利
用
の
姿
が

示
さ
れ
、
規
模
拡
大
・
縮
小
の
意

向
状
況
も
把
握
し
や
す
く
す
る
。

　
ま
た
、
令
和
7
年
度
か
ら
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
、

地
域
や
農
業
者
個
人
の
負
担
な
く

地
域
農
業
者
等
で
構
成
し
た
組
織

が
取
り
組
む
、
農
地
等
の
除
草
や

農
道
路
面
維
持
な
ど
基
礎
的
な
農

地
維
持
、
農
業
施
設
補
修
な
ど
の

農
村
環
境
保
全
、
耕
作
放
棄
地
対

策
や
防
減
災
対
策
な
ど
の
地
域
資

源
の
質
的
向
上
を
図
る
活
動
を
、

幅
広
く
支
援
す
る
。

問 農業課題の解決に向けた支援を
　答【町長】行政支援は必要不可欠！

人・農地の問題は一体的に取り組む
横須賀忠利

大規模農家所有の
米の集積機械
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

Ａ 

教
育
長

　
中
学
校
の
体
育
の
授
業
や
部
活

動
で
の
体
育
館
の
使
用
状
況
を
踏

ま
え
、
今
年
６
月
、
中
学
校
２
校

に
可
動
式
の
大
型
冷
風
機
を
導
入

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
設
置
後
、
効
果
の
状
況
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
好
評
を
得
て
お
り
、

熱
中
症
対
策
に
有
効
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

令
和
７
年
度
の
事
業
と
し
て
、
小

学
校
の
体
育
館
に
冷
風
機
を
設
置

す
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

熱
中
症
対
策

Ｑ
年
々
、
暑
さ
が
厳
し
く
な

っ
て
い
る
中
で
、
学
校
教

育
現
場
で
も
熱
中
症
対
策
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
に
阿
久
津
中
学
校

の
新
体
育
館
２
台
、
旧
体
育
館
１

台
、
北
高
根
沢
中
学
校
の
体
育
館

２
台
の
冷
風
機
を
設
置
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の
事
業
と
し
て
、

各
小
学
校
の
体
育
館
に
冷
風
機
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
？

問 

小
学
校
の
体
育
館
へ
冷
風
機
の
設
置
を

　
答
【
教
育
長
】令
和
７
年
度
の
事
業

　
　 

と
し
て
冷
風
機
を
設
置
す
る

開
発
業
者
等
に
契
約
者
等
へ
の
自

治
会
加
入
案
内
に
つ
い
て
、
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
町
自
治
会
連
合
会
の
考

え
も
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

「
自
治
会
活
動
の
手
引
き
」
の

発
行
を

Ｑ
自
治
会
活
動
を
活
発
に
し

て
い
く
た
め
に
自
治
会
の

必
要
性
や
役
割
、
運
営
、
助
成
金
、

自
治
会
活
動
に
お
け
る
Ｑ
＆
Ａ
な

ど
を
記
載
し
た
「
自
治
会
活
動
の

手
引
き
」
を
発
行
し
て
は
？

Ａ 

町
長

　
各
自
治
会
長
に
よ
り
自
治
会
連

合
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
の
で
、

自
治
会
連
合
会
と
し
て
「
自
治
会

活
動
の
手
引
き
」
を
発
行
す
る
と

の
判
断
に
至
っ
た
場
合
に
お
い
て

は
、町
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

開
発
業
者
等
へ
自
治
会

加
入
へ
の
働
き
か
け
を

Ｑ
本
町
は
、
年
々
自
治
会
加

入
率
が
低
下
し
、
令
和
６

年
度
は
加
入
率
が
38
・
４
％
で
、

県
内
で
は
最
も
低
い
自
治
会
加
入

率
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
市
街
地

で
は
20
％
前
後
で
あ
る
。

　
加
入
率
促
進
の
た
め
に
、「
開
発

業
者
」
や
集
合
住
宅
の
「
家
主
」

「
管
理
組
合
」
へ
、
自
治
会
加
入
へ

の
働
き
か
け
を
町
と
し
て
積
極
的

に
行
っ
て
は
ど
う
か
？

Ａ 

町
長

　
自
治
会
加
入
促
進
の
取
り
組
み

は
、
開
発
業
者
や
家
主
へ
の
働
き

か
け
を
含
め
、
各
自
治
会
に
お
い

て
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
町
は
、
平
成
26
年
12
月
に
、
栃

木
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
県
北

支
部
と
当
時
の
区
長
会
と
の
三
者

で
「
自
治
会
加
入
促
進
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
、
町
内
の
不
動

産
事
業
者
に
自
治
会
加
入
に
関
す

る
案
内
に
協
力
を
頂
い
て
い
る
。

　
開
発
業
者
等
へ
の
働
き
か
け
は
、

開
発
手
続
き
等
の
機
会
を
捉
え
て
、

森　　弘子

問 自治会加入率アップで、
地域コミュニティの推進を

　答【町長】自治会加入促進の取り組みは、
各自治会で対応すべきものである

熱中症対策に効果を得ている
大型冷風機

 

 

自治会活動の手引 

令和６年度版 
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町の安心安全町の安心安全  “共助”“共助”  で意見交換で意見交換

現状 課題

・防災士としての活動の目的が不明確だ。これを明確にしていくためには、町か
ら活動の目的や方向性を示して欲しい。
・現在、防災士が町からの依頼を受け、小中学校で「マイ・タイムライン（避難
行動計画）」講習を行っている。今後は、学校で保護者を伴いながら親子で一
緒に防災や避難について考えることができないか。
・防災では、公助、共助、自助の３つに分かれるが、特に「共助」について定義
があいまいで具体性に欠ける。公助、共助、自助それぞれがここまでの範囲で
の支援、というような説明が欲しい。町の方で、そのアウトラインを示すべき。
・防災士となった多くの人は、社会に貢献したい、地元に貢献したいという気持
ちがある。その気持ちを生かす場として、防災士が集まって話し合う高根沢町
防災士会のような集まりを立ち上げてはどうか。

・地元の住民の間では、
誰が防災士なのか分
からないという現状
がある。
・今後の防災活動を地
域で行っていくため
には、防災士と地元
とのつながりを深め
たり、地元との信頼
関係をいかに構築し
たりしていくかが今
後の課題といえる。

現状 課題

・非常時の持ち出し備品を各家庭に配る。
・実際に災害が起きた時に、どう動けばよいか分
からないので、行政と連携してシナリオのよう
なものを作っておく必要がある。各自治会の総
会等でも説明し、情報の共有が必要。

・災害が起きる前にどんなことを準備しておくか等の
啓蒙活動が必要。
・災害が起きた際、自分がケガをしたら他の人を救え
ないので、まずは自分の命を守ることを住民に周知
する必要がある。また枕元に履物を置くなども大事。

【その後はどうなるの？】さまざまなご意見は、町へ提供させていただきました。
また、くらしづくり常任委員会の日常調査の中で、引き続き調査・研究を行ってまいります。

グループ２で出た意見

グループ３で出た意見
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防災士防災士とと議員議員とのとの
　　　　  　　　　  カフェ・ド・ギカイカフェ・ド・ギカイ

　町議会では、町民と議員が対話をしながら課題の共有と解決に向け、検討する
「カフェ・ド・ギカイ」を開催しています。
　７月26日、町防災士15名の皆さんと、議員11人が、「防災士の現状」と
「防災士が活躍するための課題」をテーマに、３つのグループに分かれて、日頃
から感じていることを中心に意見を交換しました。
　町民の方が関心の高い「防災」。防災士の皆さんから出された意見、一緒に考え
てみませんか。

現状 課題

・自治会長を中心に地区防災計画の作成をした地域
の話だが、防災士は中心的な関与をせず、あくま
でもアドバイザー的な役割として計画に携わった。
・地区で自主防災組織を立ち上げたときに、消防団
の指揮や活動が実績として有効になった。

・防災士の数を増やすこと。
・防災士の活動の周知をすること。
・防災士のネットワークまたは組織を作り、横のつ
ながりを持たせること。
・防災士の認知度が低いので、町の広報紙などでア
ピールすることが大切。

グループ１で出た意見

詳細はこちら
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９
月
13
日
に
議
員
８
名
か
ら
政

治
倫
理
審
査
請
求
書
が
提
出
さ
れ
、

政
治
倫
理
審
査
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
、
審
査
会
で
審
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

審
査
対
象
議
員

　
横
須
賀
忠
利
議
員

審
査
内
容

　
横
須
賀
議
員
の
発
言
や
街
宣
活

動
に
よ
り
、
鬼
怒
川
東
部
土
地
改

良
区
職
員
が
精
神
的
苦
痛
を
受
け

た
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
の
訴
訟

を
起
こ
し
、
高
等
裁
判
所
で
損
害

賠
償
金
支
払
い
が
確
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
高
根
沢
町

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
第
４
条

第
１
号
に
該
当
す
る
か
否
か
審
査

を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

政
治
倫
理
審
査
会
委
員

　
会
　
長
　
森
　
　
弘
子

　
副
会
長
　
野
中
　
昭
一

　
委
　
員
　
齋
藤
　
武
男

　
　
　
　
　
澤
畑
　
宏
之

　
　
　
　
　
野
口
　
昌
宏

　
　
　
　
　
菅
谷
　
英
夫

活
動
を
両
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
令
和
６
年
３
月
定
例
会
に
は
、

一
般
質
問
の
通
告
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
定
例
会
直
前
に
体
調
が
悪

化
し
、
一
般
質
問
は
取
り
下
げ
と

な
り
ま
し
た
が
、
病
魔
に
む
し
ば

ま
れ
、
体
力
的
に
辛
い
中
で
も
、

町
の
将
来
を
想
い
、
最
後
の
最
後

ま
で
議
員
と
し
て
の
職
責
を
全
う

し
よ
う
と
し
た
そ
の
姿
に
は
、
畏

敬
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　「
し
っ
か
り
や
れ
よ
！
」
と
叱
咤

す
る
君
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

で
す
。

　
残
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
君
の
果

た
せ
な
か
っ
た
分
ま
で
、
高
根
沢

町
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
く

こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

会
の
委
員
長
と
し
て
、
高
根
沢
町

議
会
の
基
本
理
念
を
定
め
る
べ
く
、

議
会
基
本
条
例
の
作
成
に
ご
尽
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
の
前
文
に
あ
る
「
結

い
の
心
を
持
っ
て
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

町
民
と
の
信
頼
関
係
及
び
協
働
の

精
神
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
に
は
、
栄
治
議
員
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
栄
治
議
員
が
残
さ
れ
た
議
会
基

本
条
例
を
胸
に
、
町
民
の
負
託
に

こ
た
え
ら
れ
る
議
員
と
し
て
、
誠

心
誠
意
尽
く
し
て
い
く
こ
と
を
誓

い
ま
す
。

９
月
議
会
で
追
悼

　
９
月
定
例
会
の
初
日
に
は
、
議

場
に
置
い
た
小
林
議
員
の
遺
影
に

向
か
っ
て
黙
祷
し
、
副
議
長
が
追

悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

加
藤
副
議
長
の
追
悼
の
言
葉
よ
り

　
病
気
が
発
覚
し
て
か
ら
も
、
責

任
感
の
強
さ
か
ら
、
治
療
と
議
員

を
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
、
ま

た
共
に
町
の
た
め
に
働
け
る
よ
う
、

今
は
治
療
に
専
念
し
て
欲
し
い
と

い
う
思
い
で
、
辞
職
を
許
可
い
た

し
ま
し
た
。
な
の
に
、
こ
の
よ
う

な
形
で
お
別
れ
す
る
こ
と
に
な
る

と
は
、
と
て
も
残
念
で
す
。

　
栄
治
議
員
は
、
平
成
14
年
４
月

に
初
当
選
さ
れ
て
か
ら
、
高
根
沢

町
議
会
と
高
根
沢
町
の
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
活
性
化
特
別
委
員

　
小
林
栄
治
議
員
が
、
令
和
６
年

８
月
26
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

参
列
者
が
別
れ
を
惜
し
む

　
８
月
30
日
の
告
別
式
で
は
、
町

長
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
が
参
列

し
、
議
長
が
弔
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

神
林
議
長
の
弔
辞
よ
り

　
８
月
９
日
に
、９
月
２
日
を
も
っ

て
議
員
を
辞
め
た
い
と
い
う
届
け

議場にて小林議員へ敬意を示し祈りを捧げました

小
林
議
員
を
偲
ん
で

政
治
倫
理
審
査
会
を
設
置

第
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２
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フ
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審
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農業委員と議員とのカフェ・ド・ギカイ

提言に対する回答
　3月21日に開催した、「農業委員と議員とのカフェ・ド・ギカイ」
から出された、農業委員からの声を議会としてまとめ、7月4日に町
長に提出していた提言に対して、8月22日、町長より議長あてに回答
が届きました。
　日々、農業振興のためにご尽力されている農業委員の方たちにとっ
て、直面している課題が改善に至るでしょうか。

　　　　土地改良事
業の推進について
　耕作放棄地の解消
のためには土地改良に
よる大区画化も必要で
あると思われるため、
土地改良事業の推進
を早急に進めること。

提言１への回答
　先ずは地域が一体となった広域的な保全管理体制づくりを行うことが急務
であると判断し、令和７年度からの活動開始を目指して、多面的機能支払い
交付金制度を活用した町内全域を活動範囲とする広域的保全活動組織の設立
準備を進めています。土地改良事業については、こうした広域的な保全活動
を実施する体制が構築され、取り組みを行っていく中で各地区の合意形成が
図られれば、事業を進めることになると考えています。

提言１

　　　　河川の草刈
りについて
　河川の草刈りについ
て、個々の農家の負担
が減るような仕組みづ
くりを行うこと。

　　　　新規作物に
ついて
　新規作物の栽培に
取り組む農業者への
サポートを行うこと。

提言２への回答
　令和７年度から広域的に取り組む多面的機能支払い交付金制度では、地域
の農業者等によって構成された組織が取り組む基礎的な農地維持につながる
保全活動や農村環境保全活動等に係る経費について国・県・町が100％負担し、
地域や農業者等個人は費用を負担することなく、活動に取り組むことができ
ることから、負担軽減の手法の一つとして事業を推進していきます。

提言３への回答
　現状、町設定の産地交付金対象野菜等以外の品目であっても、生産振興助
成品目の設定基準を満たすとともに本町における魅力的な産品となりえるも
のであれば産地交付金の対象として選定することも可能ですので、農業者の
方が新規作物の栽培に取り組む際には、ご相談いただければと思います。

提言２

提言３

回答全文は
こちらから！
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生
徒
会
に
興
味
を
も
っ
た

き
っ
か
け
は
？

　
　
私
は
、
も
と
も
と
引
っ
込
み

思
案
で
、
人
前
に
出
る
こ
と
が
苦

手
で
し
た
が
、
母
の
「
何
事
も
自

分
の
好
き
な
よ
う
に
や
っ
て
み
た

ら
」
と
い
う
言
葉
が
背
中
を
押
し

て
く
れ
ま
し
た
。
　

　
自
分
を
変
え
た
い
と
一
念
発
起

し
、
生
徒
会
に
立
候
補
し
ま
し
た
。

母
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
得
た

も
の
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
身
に
つ
い
た
こ
と
や
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
強
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　
生
徒
会
の
代
表
と
し
て
、
学
年

を
超
え
て
後
輩
の
役
員
と
意
見
を

調
整
し
た
り
、
先
生
方
と
話
し
合

っ
た
り
し
な
が
ら
、
学
校
行
事
を

運
営
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
臆
す
る
こ
と
な
く
自
分

の
意
見
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
と

い
う
こ
と
も
身
に
つ
い
た
と
思
い

ま
す
。

　
　
生
徒
会
と
し
て
社
会
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
か
？

　
　
今
年
１
月
１
日
に
能
登
半
島

で
発
生
し
た
震
度
７
の
地
震
に
対

し
て
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
思
い
、
生
徒
会
が
中

心
と
な
っ
て
募
金
活
動
を
行
う
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
地
震
に
よ
る
被
害
の
大
き
さ
や

被
災
さ
れ
た
方
々
の
様
子
、
募
金

の
使
用
目
的
、
募
金
の
送
り
先
な

ど
を
自
分
た
ち
で
調
べ
、
パ
ソ
コ

ン
に
ま
と
め
、
全
校
生
徒
に
訴
え

ま
し
た
。

　
　
日
頃
か
ら
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
人
と
接
す
る
時
に
常
に
笑
顔

で
い
る
こ
と
。
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
人
と
の
信
頼
関
係
を
ど

の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
が
社
会

生
活
を
す
る
上
で
と
て
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
　

　
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
は
人
と
の

関
係
を
円
満
に
で
き
る
大
事
な
心

が
け
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
今
後
の
目
標
や
夢
は
？

　
　
人
の
た
め
に
役
立
つ
仕
事
に

つ
き
た
い
と
決
め
て
い
ま
す
。

　
私
は
栃
木
県
が
と
て
も
好
き
な

の
で
、
県
内
の
大
学
に
進
学
し
県

内
の
医
療
機
関
に
就
職
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
は
診
療
情
報

管
理
士
と
い
う
仕
事
に
強
い
関
心

が
あ
り
ま
す
。

　
　
最
後
に
、
高
校
生
活
を
通
し

て
、
高
根
沢
町
に
期
待
し
た
い
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
　
高
根
沢
町
は
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
な
が
ら
も
、
便
利
な
商
業
施

設
も
あ
る
し
、
宇
都
宮
に
も
近
く

て
交
通
の
便
も
い
い
。

　
と
て
も
住
み
や
す
い
町
だ
と
思

う
の
で
、
こ
の
よ
う
な
環
境
は
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
欲
し
い

で
す
ね
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　
も
の
静
か
で
穏
や
か
な
印
象
の

関
谷
さ
ん
。
人
の
た
め
に
役
に
立

ち
た
い
、
自
分
を
さ
ら
に
高
め
て

い
き
た
い
と
の
内
に
秘
め
た
思
い

を
語
る
姿
に
、
深
い
感
銘
を
受
け

る
と
と
も
に
、
未
来
へ
の
希
望
を

感
じ
ま
し
た
。
　
　
　
　 （
野
口
）
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マチイロHP

トチギ
イーブックスHP

広報誌が
スマホで
見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」
を検索

編 

集 

後 

記

令
和
５
年
度
年
度
決
算
審
議
や
、

防
災
士
と
の
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ

を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。
ご
意

見
・
感
想
な
ど
の
お
便
り
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
下
記
住
所
・
町
議
会
宛
て
）

Q

Q

AA

内に秘めた

闘志満載！

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に

　
令
和
５
年
11
月
か
ら

生
徒
会
長
と
な
っ
た
関

谷
さ
ん
。
人
の
役
に
立

ち
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

１
年
生
の
時
か
ら
生
徒

会
に
立
候
補
し
副
会
長

と
し
て
活
動
。

　
生
徒
会
長
に
な
って
か

ら
は
、
社
会
奉
仕
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
き

た
優
里
さ
ん
に
、
日
頃

の
思
い
な
ど
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

生
徒
会
で
得
た
も
の

生
徒
会
の
き
っ
か
け
は

募
金
活
動

笑
顔
を
心
が
け
て

将
来
の
夢

こ
の
町
へ
の
期
待
は

QQQ A

高根沢高等学校３年生　生徒会長
趣　　味　イラスト作成、楽器演奏

好きな言葉　「何事にも挑戦！」

関関
せきせき

　　谷谷
やや

　　優優
ゆゆ

　　里里
りり

  さんさん

A

募金を訴える文書を作成
（高根沢高校ホームページから抜粋 )


